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令和７年度埼玉県学校健康教育推進研修会開催要項 
 

１ 趣 旨 

  埼玉県の健康教育を推進するため、健康教育に関する課題について研究協議等を行い、

教職員等の資質の向上と学校健康教育の充実を図る。 

 

２ 主 催  埼玉県教育委員会  埼玉県学校保健会 

 

３ 期 日  令和７年７月３０日（水） 午後１時４５分から４時３０分 

                   （受付 午後１時３０分から） 

 

４ 会 場     県民健康センター 

班 分 科 会 班  別  会  場 

１班 保健教育 大会議室Ａ 

２班 保健管理 大会議室Ｂ 

３班 学校における食育 大会議室Ｃ 

 

５ 日 程 

  13:30 13:45 13:50                   16:25  16:30 

受付 

(各会場) 

 

開会 

行事 

講義・研究協議 

（講義・実践発表・グループワーク・実習・指導

助言等） 

閉 

会 

 

６ 参加対象 

(1) 公立小・中学校、義務教育学校、高等学校及び特別支援学校の教職員等 

※保健主事・養護教諭だけでなく、体育・保健体育担当者、栄養教諭、学校栄養職員・ 

 主幹教諭の参加も配慮する。 

(2) 学校医、学校歯科医、学校薬剤師等学校保健関係者 

 

７ 資料 

(1)研修会資料は、７月２５日（金）～７月３０日（水）まで、以下のサイトに掲載予定

です。各自でダウンロードし、ご準備ください。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2211/kenshushiryou.html 

（埼玉県ホームページ＞健康・福祉＞健康＞学校保健に関すること＞各種研修会の配布資料） 

(2) 令和７年度「学校健康教育必携」を各自でダウンロードし、ご準備ください。 

https://www.pref.saitama.lg.jp/f2211/kennkoukyouikuhikkei.html 
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(3) １班「保健教育」の出席者は、「保健教育指導参考資料  

  なるほど！保健の授業づくり－令和４年度発行－」を各自 

  持参してください。 

  （各校１冊配付済み。県ホームページからダウンロード可。） 

 

 

 (4) ２班「保健管理」の出席者は、令和７年３月２８日付け教保体第１７４６－１号「『緊

急時医薬品投与に関する校内研修資料集』の送付について（通知）」で各学校に送付

したＤＶＤを事前に確認してください。また、各学校で取り組んでいるアレルギー対

応研修会等の資料（実施要項や配布資料等）を持参してください。 

   

 (5) ３班「学校における食育」の出席者は、自校において実践した「望ましい食習慣を

めざした食に関する指導（朝食の重要性、栄養バランスの重要性など）」について、

各教科等で実践した指導実践例、作成した掲示物やおたより等、グループ協議及び発

表できるよう御準備ください。 

 

８ 分科会研究テーマ・研究協議等の内容 

班 分 科 会 研 究 協 議 等 の  内  容 定員 

 

１ 

 

 

保健教育 

〇心身の健康を保持増進するための 

資質・能力の育成を目指した保健教育の実践 

・講師（実践発表） 美里町立美里中学校 

教諭 大葉 郁香 氏  

・具体的な指導方法の演習及び協議 

・指導助言 県教育局県立学校部保健体育課指導主事 

佐野 秀行  

 

 

６０ 

 

２ 

 

 

保健管理 

○危機管理体制の充実を目指した保健管理の実践 

～ICTを活用したアレルギー対応研修会～ 

・講師（実践発表） 埼玉県立新座柳瀬高等学校  

養護教諭 宇田川 未来乃 氏 

・演習及び協議 

・指導助言 県教育局県立学校部保健体育課指導主事 

髙沢 聖子  

 

 

６０ 

 

３ 

 

 

学校における 

食育 

〇児童生徒の望ましい食習慣の形成を目指した食育の実践 

・講師（実践発表） 三郷市立瑞穂中学校  

栄養教諭 稲垣 光里 氏  

・グループ協議及び全体協議 

・指導助言 県教育局県立学校部保健体育課指導主事 

平澤 亜美  

 

 

６０ 

 

3



９ 司会及び記録者依頼一覧 

班 分 科 会 地区保健会  依 頼 者 数 

１班 保 健 教 育 川 口 市    司会・記録各１名 

２班 保 健 管 理 児玉郡市    司会・記録各１名 

３班 学 校 に お け る 食 育 春日部市    司会・記録各１名 

 
10 参加人数及び申込み方法 

 （１）各地区からの推薦等 

班 分 科 会 参加人数 

１ 保  健  教  育 

各地区教職員等２名まで ２ 保  健  管  理 

３ 学 校における食育 

※地区数２８（４地区高等学校等含む） 

※各地区少なくとも１名は参加いただき、研修内容を地区で共有していただくようお願

いします。 

  

（２）希望者 

 （１）の申し込み後、各分科会の定員数を上限に追加募集を行います。 

 ア 申込み期間 

   令和７年７月１８日（金）９時～７月２５日（金）１５時 

 イ 申込み方法 

   電子申請・届け出サービス（右下：QRコード） 

   https://apply.e-tumo.jp/pref-saitama-u/offer/offerList_detail?tempSeq=92991 

 ウ 募集人数 

   上記イの申し込みフォームにて御確認ください。 
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令和７年度埼玉県学校健康教育推進研修会 役員表 
 

班 分 科 会 研 究 協 議 等 の  内  容 司会・記録 

 
 
１ 
 

 
 

保健教育 
 

 
〇心身の健康を保持増進するための実践力の 
        育成を目指した保健教育の実践 
 
・講師（実践発表） 美里町立美里中学校 

教諭 大葉 郁香 氏  
・具体的な指導方法の演習及び協議 
・指導助言 

県教育局県立学校部保健体育課 指導主事  
佐野 秀行  

 
 
 川口市立新郷南小学校 
  矢村 恵理 養護教諭 
 
 川口市立芝東中学校 
  石倉 史織 養護教諭 

 
 
２ 
 

 
 

保健管理 
 

 
○危機管理体制の充実を目指した保健管理の実践 

～ICTを活用したアレルギー対応研修会～ 

 

・講師（実践発表） 県立新座柳瀬高等学校  

養護教諭 宇田川 未来乃 氏  
・演習及び協議 
・指導助言 

県教育局県立学校部保健体育課 指導主事  
髙沢 聖子  

 
 
本庄市教育委員会 
 塩澤 美保子 指導主事 
 

 美里町立松久小学校 
  小林 絵美子 養護教諭 

 
 
３ 
 

 
 

学校における 
食育 

 
○児童生徒の望ましい食習慣の形成を目指した 

食育の実践 

・講師（実践発表） 三郷市立瑞穂中学校  

栄養教諭 稲垣 光里 氏  
・グループ協議及び全体協議 
・指導助言  

県教育局県立学校部保健体育課 指導主事  
平澤 亜美  

 
 
 春日部市立南桜井小学校 
  加藤 淑香 養護教諭 
 
 春日部市立豊春小学校 
  佐怒賀 はな 養護教諭 
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第１班 保 健 教 育 

 

 

 

 ◇研究協議題及び観点 

  

心身の健康を保持増進するための 
実践力の育成を目指した保健教育の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

  ◇実践発表 

  美里町立美里中学校       大葉 郁香 教諭 

 

 

 ◇指導助言 

  県立学校部保健体育課      佐野 秀行 指導主事 

 

 

  ◇司会・記録者 

  川口市立新郷南小学校      矢村 恵理 養護教諭 

  川口市立芝東中学校       石倉 史織 養護教諭 
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7



8



9



10



11



12



13



14



15



16



17



18



19



20



21



22



23



24



25



26



27



28



29



30



31



32



33



34



35



36



37



38



39



40



41



42



    

43



44



45



46



47



48



49



50



51



52



53



54



55



56



57
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第２班 保 健 管 理 

 

 

 

 ◇研究協議題及び観点 

  

危機管理体制の充実を目指した保健管理の実践 

～ICTを活用したアレルギー対応研修会～ 

 

 

 

 

 

 

 

  ◇実践発表 

  県立新座柳瀬高等学校     宇田川 未来乃 養護教諭 

 

 

  ◇指導助言 

  県立学校部保健体育課     髙沢 聖子 指導主事 

 

 

  ◇司会・記録者 

  本庄市教育委員会       塩澤 美保子 指導主事 

  美里町立松久小学校      小林 絵美子 養護教諭 
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60



61



62



63



64



65



66



67



68



69



70



71



72



73



 

 

 

第３班 学校における食育 

 

 

 

 ◇研究協議題及び観点 

 

児童生徒の望ましい食習慣の形成を目指した 

食育の実践 

 

 

 

 

 

 

 

  ◇実践発表 

  三郷市立瑞穂中学校      稲垣 光里 栄養教諭 

 

 

  ◇指導助言 

  県立学校部保健体育課     平澤 亜美 指導主事 

 

 

  ◇司会・記録者 

春日部市立南桜井小学校    加藤 淑香 養護教諭 

春日部市立豊春小学校     佐怒賀 はな 養護教諭 
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「組織的・計画的な食育の推進～本気の食育～」 

三郷市立瑞穂中学校 

栄養教諭 稲垣光里 

１．学校全体で食育を推進するにあたって 

 学校における食育の目的は、「食に関する資質・能力を身に付けること」、「食に関す

る課題を解決すること」である。目的を達成するためには、まず、食育推進の課題を

解決することが必要となる。 

児童生徒にどのような力を身に付けさせるのか、食に関する課題をどのように 

学校で解決していくのか。 

そのためにどのように食育を推進していくのか。 

          食育推進の課題 教職員の食育への意識の向上・共通理解 

                  全体計画の作成（効果的な運用） 

 

２．食育推進体制の整備 

（１）食育推進体制の確立 

 食育推進体制の確立におけるポイントは３つあります。 

①食育推進組織は給食委員会や学校保健委員会など既存の組織を活用してもよい。 

②栄養教諭は組織の中心となるため給食（食育）主任を兼任しないことが望ましい。 

③養護教諭・給食（食育）主任の協力が必須である。 

 

 

 

 

 

 
出典：栄養教諭を中核としたこれからの学校の食育（文部科学省） 
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（２）教職員との連携 

学校給食の仕組みや食育の目的を理解してもらうことが大切である。 

＜学校給食について＞ 

・学校給食法に基づいて実施されていること（学校給食の７つの目標）。 

・献立は学校給食実施基準に基づいて栄養バランスが考えられていること。 

・学校給食衛生管理基準に基づいて衛生的に調理されていること。 

 

＜食育について＞ 

・食育の目的は「食の自己管理能力」を育てることである。 

・食育基本法や学習指導要領には、学校における食育の推進が明記されている。 

・学校給食を「生きた教材」として活用することが効果的である。 

・食に関する指導の３つの内容について。 

 

 

 

 

※食育＝栄養指導ではない、個別的な相談指導については、養護教諭と連携を図  

 る 

 

３．食に関する指導の全体計画作成のポイント 

食に関する指導の全体計画は「いつ」「誰が」「どのように」行うのかを明確にした

ものである。栄養教諭を中心に組織としてＰＤＣＡサイクルを回していくことが大切。 

 

（１）適切な実態把握 

  既存の調査や学校独自の調査により「食習慣」や「健康状態」、「食に関する知

出典： 食に関する指導の手引—第二次改訂版―（文部科学省） 
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識」など児童生徒の実態を整理する。健康診断の結果や児童生徒の健康状態につ

いては養護教諭から詳細な情報を得ることができる。調査結果は数値化すること

で、取組の成果を可視化することができる。 

 

（２）評価指標、食に関する指導の目標設定 

児童生徒の食に関する課題解決に向けた食育推進の評価指標を設定する。評価

指標は課題性（自校の食育を推進するために改善しなければならないことは何か）、

緊急性（すぐに改善しなければならないことは何か）、方向性（教職員が食育推進

のために実践することは何か）の観点から焦点化する。食に関する指導の目標は

目指す児童生徒の姿を資質・能力の３本柱で明確に設定することが大切である。 

 

（３）計画の共有、実施 

計画を全体で共有し、児童生徒の目指す姿、そのためにやるべきことを明確に

したうえで指導にあたる。食に関する指導の全体計画②では目標に合わせて関連

のある教科をピックアップすることで、学校の課題に対して重点的に指導を行う

ことができる。 

 

（４）評価、改善 

   計画通りの結果が出たのか検証を行い、検証結果を踏まえて改善策を作成する。

目標を達成しなかった場合は、目標値を変更するだけでなく、評価指標の設定変

更もする。 

（例）食育に「関心」があると回答した子供の割合目標値８０％→実績値７５％ 

食育に「関心」があるという評価は子供に難しいことから、食に対する意識とし

て「食事が楽しい」と回答した子供の割合に評価指標を変更する。 
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４．食育指導者養成研修での気づき 

（１）食育への共通理解 

食育指導者養成研修に参加していた小中高等学校の校長や教諭から、協議や振

り返りにおいて、「給食や食育はたくさんの法規に基づいて実施されていることを

知らなかった」「栄養教諭の思いや苦労を感じた」という言葉を多く耳にした。教

職員の食育への理解を得ることが連携体制を築くために重要であることを強く感

じた。また、校内研修や給食（食育）主任、体育主任等の研修で食育をテーマに

することも学校全体での食育推進に効果的であると考えられる。 

 

 

 

数値で設定 

数値化 
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（２）授業づくり 

児童生徒にこうなってほしいという理想、教師の価値観が授業内容に反映され

がちであることを感じた。 

＜授業づくりのポイント＞ 

・学習指導要領を着実に 

児童生徒の現状を把握し、どんな資質能力を身に付けさせるのかを中心に授業の

枠組みを考える。 

・知識詰込み型にならないように 

児童生徒が考える場面と教師が教える場面をどのように組み立てるかが大切。 

・T.Tでそれぞれの役割を明確に 

栄養教諭と学級担任、教科担任で十分に打ち合わせをする。栄養教諭が関わった

ことで深い学びになるようにする。 

 

５．食に関する指導の実践 

（１）生きた教材としての献立づくり 

  ①読書給食 

  三郷市は読書のまちをかかげており、司書教諭等と連携し、本に登場する料理

を給食で提供する読書給食を実施している。本の内容と料理の関わりについて放

送原稿を作成し、給食時間に校内放送をしている。 
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②リクエスト献立 

中学２年生に家庭科の学びを活かして給食で食べたい献立を考えてもらう取組。

地場産物を使った献立を考えたり、日本各地の郷土料理や世界の料理を取り入れた

りするなど工夫している。献立のアピールポ

イントをポスターや放送原稿にして配布し

ている。 

 

 

 

 

 

 

（２）教科等における食に関する指導 

①小５家庭科 「食べて元気に」 

みそ汁の調理実習の前に、だしについて授業を行っている。まず、だし汁だけ、

次にだしが入っていないみそ汁、最後にだしが入ったみそ汁を飲み、それぞれの味

や香りを比較する。だしが入っていないみそ汁では「何か物足りない」「味が薄い」

という反応が多くみられるが、だし入りみそ汁を飲むと「おいしい」と歓声が上が

り、ワークシートには「料理として完成している」「深みが出た」と記録していた。

自分の舌で体験することと飲み比べによりだしの役割を実感することができるの

ではないかと考えられる。 

学級担任は児童の気づきを黒板や大型テレビにまとめる、飲み比べの結果からだ

しの役割「料理をおいしくする」という言葉を引き出す、栄養教諭はだしの用意と

だしについての説明という役割分担のもと授業を実施している。 
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②中２家庭科 「中学生に必要な栄養素を満たす食事」 

間接的な授業のかかわり方とな

るが、生徒が作成した１日分の献

立について指導・助言をしている。

２群や４群が不足しがちな生徒が

多く、「２群では牛乳だけでなく、

チーズなどの乳製品や海そう、小

魚など複数の食品を組み合わせよ

う」「４群は果物も取り入れよう」

というアドバイスを送っている。 
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（３）給食時間における食に関する指導 

①クラス訪問 

  全クラス各学期１回ずつ訪問し、当日の給食についてワンポイント指導と学年ご

とにテーマを決めて指導を行っている。 

 ＜１学期指導テーマ＞ 

 １年生…「中学校の給食について」 

 ２年生…「埼玉の食について」 

 ３年生…「夏バテ防止の食事について」 

 

 

 

 

②動画作成 

  給食センターの１日、調理員のインタビューをまとめた動画を作成した。給食で

人気のあるカレーライスができるまでなど料理ごとの動画を増やし、給食時間をは

じめ各教科などで活用している。また、調理員の学校訪問を行い、調理員の話を聞

いたり、調理器具に触れたりする体験を通して、給食への興味や感謝の気持ちが高

まった。また、調理員の意欲向上にもつながった。 

 

６．まとめ 

 児童生徒が生涯にわたって心身ともに健康に生きることができるように、一歩前進

した食育が求められている。また、知育・徳育・体育の基礎となる食育を充実させる

ことは教育活動全体によい影響をもたらすと考えられる。そのために、栄養教諭を中

心としつつ学校全体で連携・協力し、食育を推進していきたい。 
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【アンケート】 

  アンケートの御協力をお願いします。 

  回答期間：７月３０日（水）１６時～８月８日（金）１５時 

 

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

                                             

埼玉県マスコット 

「コバトン」「さいたまっち」 

https://forms.office.com/r/WzNnKzmVY7 
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https://forms.office.com/r/WzNnKzmVY7

